
島根県観光キャラクター
「しまねっこ」
島観連許諾第7032号

随時受付可能!!

I T  I N T E R N S H I P  S H I M A N E

島根県はソフト系IT産業の
振興に力を入れています。

IT技能習得促進インターンシップ@島根
事務局（島根県中小企業団体中央会）　担当:足立（コーディネーター）　〒690-0886 松江市母衣町55-4 商工会館4F
TEL.0852-21-4809　E-mail:adachi-k@crosstalk.or.jp　http://www.crosstalk.or.jp/

詳しくはWEBへ!!

IT企業へのインターンシップは
文系学生でも参加できる!

いつでもマッチング
スキル・希望に合わせて

申込期限なし（通年受付、受入交渉で夢の実現を応援）

様々なサポートが充実!!  期間中はコーディネーターがいつでもサポート!!

お問い合わせ

交通費全額助成
宿泊を伴う場合、上限20,000円
（宿泊先斡旋も可能です）

宿泊費全額助成
宿泊実費（最大22泊）
上限1泊9,800円

技能習得支援金
１日あたり4,000円（21日分まで）

技術習得に特化
IT企業限定、プログラミングなど

ITインターンシップ
@しまね

文
系
の
方
も

大
歓
迎
!!



技能習得支援金

宿泊・交通費補助金

島根県のインターンシップのマッチング機関・助成制度

申込書の入手方法

1日あたり4,000円の技能習得支援金を原則10日※以上、21日を上限とし、学生本人に支給する。

助成制度の申込み・支払いまでの流れ

インターン実施前の流れ

制度お申込みの
連絡

インターン終了日
申請書の提出

インターンシップ
終了

支援金の
支払い

制度申込書
提出

マッチング 支援金申請用
書類一式の受領 参加直前報告（詳細はマッチングの

 流れ参照）

※助成制度の申し込みはマッチング後でも可能です。まずはマッチングサービスをご利用ください。
※ご自身でインターン先と交渉、企業の募集サイト経由での参加の場合、制度適用の可否については事前に必ず中央会までお問合せください。
※マッチングは先着順で随時行いますので、希望の企業がある場合、早めのお申込みを推奨しています。

マッチングの流れ マッチングシート
の提出又は
オンライン面談

事前面談
（対面・電話・
オンライン）

受入企業紹介
意志確認
（企業選考）

マッチング期間
（2週間前後）（約2週間～1か月）

下記の計算式にて1泊あたり9,800円、最大22泊を上限とし、学生本人に支払うこととする。

島根県では用途に合わせて複数のインターンシップサポート制度を準備しております。
ご自身で詳細をご確認の上、自分にあったサポートを選んで応募してください。

IT技能習得促進インターンシップ
（当制度） 島根県中小企業団体中央会

IT企業のみ
技術者育成に特化
個人応募可

原則10日※以上21日迄
通年受付
実施時期の制限なし

技能習得支援金
宿泊費、
交通費助成あり

①島根県中小企業団体中央会HP（http://www.crosstalk.or.jp/）からダウンロード
②メールにて資料請求依頼（adachi-k@crosstalk.or.jp）　事務局直通:070-1825-7049

※交通費助成は宿泊を伴う場合のみ

支援金対象日数のカウントについて

・年間のカウントとし、期間を開けた分割（夏休み+春休み）等の利用も可とする。
・複数のインターンの組合せ（A社5日+B社5日など）も可とする。
・組合せの場合5日以上のインターンシップに参加しなければ対象としない。
・支援金の請求額は参加日数が対象日数（10日※）を超えた段階で発生することとする。

◎参加日数×4,000円

◎宿泊実費（領収書額）（但し上限1泊9,800円）+交通費実費（但し上限20,000円）

しまね学生インターンシップ ジョブカフェしまね
（公益財団法人ふるさと島根定住財団）

制度名 申込先 対象業種・内容 補助対象 補助内容

全業種・全職種
（学校を通じて
　申込みください）

原則5日以上
※ただし、オンライン及びハ
イブリッド型(対面とオンライ
ン)については3日以上も可。

宿泊費、
交通費助成あり

支援金申請の流れ

受入先決定

（上限金額:84,000円）
※令和4年4月1日～令和5年3月31日の期間については、5日以上の参加も対象とする。

※令和4年4月1日～令和5年3月31日の期間については、5日以上の参加も対象とする。

※令和4年4月1日～令和5年3月31日の期間については、5日以上の参加も対象とする。

※この助成金の１／２相当
は、島根県内の企業・団体・
市町村から募った協賛金
（山陰中央新報 「ミライサ
ポートプログラム」主催）を
財源にしています。
※年度中で予算額に達した
場合は、その時点で受付終
了となります。）


